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　CTやMRIが 主 に生体内の形態的,機 能的イメー

























　 iic-Acetateは心筋 の好 気性代 謝 の評価 のため に用
い られて きた トレーサーであるが,腫 瘍細胞 内では脂
質合 成の基質 とな り,細 胞膜合成 を反映する ことで,
高集積 を示す ことが明 らか にされている3)本 トレー
サー を用いた前立腺癌検 出では,原 発巣,転 移巣 いず
れ に対 して も比較 的高 い検 出率 が報告 されている.特
に,根 治的治療 後のPSA再 発症例 に対 する検討 では,
対象 症例 の59%において局所再発 または転移 病巣 の検
出が可能で(Fig.1),これはFDG　PETに よる検 出率
(17%)よりはるかに高い結 果であ った4)(Tablc　).
また,血 清PSA値 が高 い症例 ほ ど再発病 変検 出率 も
高 く,PSA　3　ng/ml以上 の症例 ではllC-Acetate　PET







　 }8F-Fluorothymidine(FLT)はチ ミジ ンの アナ ログ
で,細 胞増殖 が評 価可能 なPETト レーサ ー として注
目され てい る5)FLTを 用 いた前 立腺癌 に対 す る臨
床 的有用性 に関す る論文報告 はないが,前 立腺癌培養
細胞 を用 いた実験 で,LNCaP細 胞 をア ン ドロゲ ン除
去 培 地で培 養 開始直 後 と24時間後 の変化 に注 目す る
と,実 細胞 数や アポ トー シス分画,FDG集 積 には変
化 が見 られないが,FLTの 細胞 集積 は低下 し,そ の
変化 は フローサ イ トメ トリー解析 に よる細胞S期 分画
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71-year-old　man with　PSA　relapse　and　se-
rum　PSA　valuc　of　3.7ng/ml　after　radical




始早期の治療効果モニ タリングに有用で ある可能性 を
示 してい る.
(2)18F-Fluoride　PET
　 i8F-Fluorideは骨 においてハ イ ドロキ シアパ タイ ト
と結合 し,骨 転移 などの骨代謝の盛 んな部位 に強 い集
積性 を示す　 自験例 において,18F-Fluoride　PETは高
い空 間分解能 を示 し,骨 シンチで は検出不能な微小転
移病巣 の検 出が可能で あった(Fig.2).
結 語
i8F-FDGはハ イ リスク前立腺癌の質的診断 に,11C一
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 B
Fig.2.67-year-old　man with　hormone　refractory
　 　 　 　 prostate　cancer.(A)99mTc-HMDP　bone
　 　 　 　 scintigram　shows　abnormal　high　uptake　in
lcft　ischium.　(B)i8　F-Floride　PET　shows
　 　 　 　 high　uptake　in　the　same　region.　Additional
　 　 　 　 small　high　uptake　is　detccted　inupper　ileum
　 　 　 　 and　spinal　bone(L2).
Acetateは再発 前立腺癌 の転移部位 診断 に有 用性 であ
る こ とが 示 さ れ た.ま た,新 しい トレーサ ー と し
て18F-FLTによ る 治 療 効 果 モ ニ タ リ ン グ,18F-
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